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上記審査請求火から平成２５年２月２０日付けで提起のあった生活侭護法
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主 文

’ 原処分(韮)､:原処分（２）及び原処分（３）については､’これを取り‘消じ、
原処分“ﾒに係る審査請求については､これを棄却する6

’ 回

！ : & ： 理 由 ・ ； . ：

第１審査請求の趣旨及び審査請求人の主張
１審査請求の趣旨
審査請求人(以下｢請求人｣という｡）は処分庁が行った原処分(')、

原処分（２）:、原処分（３）及び原処分（４）について不服があるとしへ
～

｡



その取り消しを求めて本件審査請求を提起したものである。
２請求人の主張

審査請求書によると、請求人はおおむね次の理由から本件処分は不当で
あり、取り消すべきであると主張する｡、 ． F

(1)原処分(1)､原処分(2)及び原処分(3)について
､々平成２４年７月１２日の豪雨に伴う平成２４年１２月５日に受給した災
害義援金の霊２回配分金1501000円(以下'第2回配分金｣という6')｣
を収入認定することは不当である｡…・
:(2)源処分､(4)についで： j｡ ､ i !
■平成2通津ib月IO日に受給した災害義援金第，回配分金iSO,"dゞ00円友"､災害晃舞金”,０００円(以下[第,回配分金等ﾙ
どゞいう6）わ収入についてば､紛失したものであり、警察:に遺失届を出じ

』トセいろ｡平蔵塑牟””:日に受給した■災害被塞識宅言建難：､支援金８７≦§１０００円(以下｢基礎支援金｣:という｡)と第１回配分金等
． . ？ ： ； ． . ･ -

の合計i4",:bOO円の返還決定処分は不当である。:
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処分庁の弁明の趣旨及び主張
処分庁"茅”趣冒; ! ; ” ”、 : ?■
:｢本件審査請求を棄却まるざ｣との裁決を求める。. ？ ． .
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１で職､:自立更生計画書が出ていないと判断されるため､ｾその全額を収入

認定あるいは法第５:3条Ｉこ基つき返還請求することは極めて正当である６≦
韮うて《≦原処分？(,)4-原処分L(2)蝋処分(ざ)及び原職》“鰍
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第g::審査庁の認定事実及び判断 ： ．

１ 認 定 事 実 : … ・ ． ミ
”(1)請求人は平成酢■月■日から生活保護を受給していたが､〆”華成２４年７月’２日の豪雨によりその住居が浸水被害を受け､平成

、

へ



１

１

２４年８月２２日に基礎支援金３７，０００円を受給した。さらに、
竹田市から平成２４年１０月１０日に第１回配分金等160,000
円を受給したd(受給合計額197,000円）

（２）処分庁は､平成２４年１０月１１日に請求人宅を訪問し、請求人に‘ . 。 . . ･ ･ 、

対し口頭で第１回配分金等について《計画書の提出を求めた｡『
(3)処分庁は､平成２４年１０月１２日に請求人に対し､計画書は第１
１回配分金等の収入認定を受けないために必要な書類であるため、早急〆に提出÷るように指割たごあわせてj､提出がなく､指導指示に従わ

さ・・

ない場合は､:保護の停廃止もあり得ると警告した。また、同日請求人：
は､「義援金は全額落として紛失した。これでいいだる･」と発言した。
(4)同日､請求入は､■■警察署に第１回配分金等の遺失届を提出した｡i,
(5):処分庁は$平成２４年１０月１:９日付けで、請求人あてに法第２:７…桑による指示を文書により行った｡＜
(6)請求人はく､収入申告書と計画書を痔参するようにとの処分庁の指示
;を受け、平成24年１０月22i日に福祉事務所に来所した。その際､
警察署に現金,6万円毒紛失:し:だとの届出を行い、それを受理したこ』：とを証明する旨の■医審堯署長の:r証顕書｣を提示した．‘
(7)処分庁は､平成24年1:0月２４白付けで､保護の廃止処分に係る
、弁明の機会を与えるための通知を行った6
(8)請求人ば;!:平成2遮皐1:砿!:碁鯛に処分庁が請求人に弁明の機会::,を墓えるためＩご掬雌聴聞会齢いて:､[義援金Iまあくまで紛失したも､
初であるので計画書を提出銘必要ほ燕いど自分は考えている｡-またぐ:

' ． . ｡ ： q ４ ｡

＝これまで､市の指導指示には従ってきたつもりであり、自らに落ち度- は な い ｡ ］ と 弁 明 し た d : . : ' : = : 』 ､
』(９４)｡処分庁は､、平成24年1,0月雪も白に伺日付けで法第６2条第３

・ ・ ： ． ･｢：項(指導指示義務違反》‘により請求人iの保護を廃止することを決定し《
:…平成２４年加月卯旧付けで請求入に通知したb
(,0)請求入職平成”年如月g:1洞に､生活に困窮したどぱ､:法:による保護申請書を処分庁へ提出した｡処分庁は同日これを受理した｡〆
仙)処分庁|ま､請求人がら平成24年”月3’日に提出された法によ
馬保護申請についてば却下ずることを決定し、平成24年'１月崎、旧付けで請求'人へ通知した6_::か：澪‘：
』(,2)請求人はく平成2;4年弘,月2i狽に､再度､法による保護申請書をゞ処分庁へ提出した6また､平成2通年１１月２８日付けで､"平成２
-４年10月29日付けの廃止処分と平成24年10月31日付け却下
:、処分について､審査庁に対して審査請求を行ったｂ
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したことを確認した。
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保護廃止処分取り消しの裁決後、平成２５年２月１２日付けで保護変更決
定処分までの間に、請求人あてに第２回配分金にかかる自立更生計画の提
出の指示をしたかどうかは処分庁のケース記録及び弁明書からは確認でき
ず、結果として､、処分庁Iま自立更生計画を請求人から徴取せず､第２回配
分金が自立更生に役立つかどうかを審査していないと認められる｡
よって、原処分（１）、原処分(2)‘及び原処分（３）について、処分

庁は、局長通知に沿った手続きを行っていないと認められるため、原処分
(i)､原処分(2)及び原処分(3);に係る審査請求には理由があり、、 Ｆ 。 ｡

行政不服審査法第４０条第３項の規定に基づき主文のとおり裁決する｡

、

｜｢．'．■

｜，

１６

ｒ

●』■１２』Ｐマ４．令毎６１０９凸．０■冠Ｏｐｊａａ■■弔己■Ｅ凸皿ｐ毎。』二Ｌタ。．■・Ｐ■■■■α６９■８■■ＢＧ■■■ＥＢＵＧｇｐＱ■丹宮■■Ｔ口■■■Ｇムロピ■■■■。■ｇｅＵ■ＢａＰ■且■Ｏａａ日日■。■６■■８５Ｐ６ｔｔｌ』ｊ早■１口ｑ０ＰＯ４＆■■ｐ■合口■ＯＢ日■可。●■・凸一。■１．。・＃◇ワ■・ｔＩＩ。。-ｒ４００Ｕ■ＢＵｑｇｐ８ＴＤ■■可Ⅱ■■今。４４０の■叩グ■■●６６口！

（２）原処分（４）について ： ．
法第６３条は､｢被保護者がも急迫の場合等において資力があるにもか
かわらず､保護を受Iﾅたときは､"保護に要ずる費用を支弁した都道府県又｡ Ｅ ｂ . - ／ ， . . ｡ ． ｡ ÷ ． . '

は市町村に対して、すみやかに《その受けた保護金品に相当ずる金額の範
囲内において保護の実施機関の定める額を返還しなければならない｡」と： ， ： ． ､ ， ､ ｉ ｌ
し て い る ｡ j : W " , … _ 彦 一 ̅ _
､また、｢生活保護法による保護の実施要領の取扱いについて」（昭和３８
年４月1日付け社保第３４号厚生省桂三局保護課長通知)■似請畷長通
通知｣という｡)-は､第，0保護の決定の師6に対ずる答の中で<強盗…． ・ - ． ： ． ． ． ． ． ． . - - ・ ： ‘ ． ； ・

曹強奪その他不可抗力の認定としえく"その他不可抗力については､≧｢その他
:としては遺失等が考えられる猟｛社会通念上一般に要求される程度の注意
をしたにもかかわらず､遺失じたことが挙証されない限ハ不可抗力とは
認められない｡遺失の場合も､警察に遺失届の提出を必ず行わせること．」。

' ' , . ｡ . ｡ . ； ． 。 。
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0,000円を受領していることを確認している｡:このため処分庁は､串受
給合計額197,000円から､自立薑生のためにあてられる額を控除じ
て収入認定する予定で:請求人に計画書め提出を求めたさ化がL《請求人
iは､再三の計画書の提出指導にもかがわらず計画書を提出しないため、処，分庁は収入認定ができない状態にあ』づた.？"､、：
シ８月２２日受領の基礎支援金につい‘て､処分庁腿計画書の提出はなくざ･ ･ 、 士 , ． 、

自立更生のためにあてられる額はないと判断して：全額を法第６３条の返
" ≦ 還 対 象 額 と し て 決 定 し た 。 ：
ゞ第,回配分金等については､請求人は道路上で紛失し、警察署にも遺
失届を提出したと主張している。これに対して処分庁ぱ諸家人加会話
の中で、第１回配分金等:を紛失したということは､請求人がら咄嵯に出た、言葉であ恥虚偽の申告であると認定し、第１回配分金等は全額について
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請求人の収入として判断し、全額を法第６３条の返還対象額として決定し
た。
・請求人が警察署に遺失届を提出したと主張する第１回配分金等１６０，
０００円については、遺失届さえ提出していれば､紛失したと認められる
ものではなく、処分庁は、請求人との会話の中で不可抗力による遺失とは
認められないと判断し、その旨請求人に通知しておりも：この判断は十分審
理 を 尽 く し た も の と 認 め ら れ る 。 ： ･ ” ､ で
＄なお､平成２４年８月に受給した基礎支援金に対して、同月の生活扶助
費は６８，２６５円であり、また､:平成２４年１０月に受給した第１'回配‘ ？ ． . と

分金等に封して、平成２４年１０月から平成２５年２月までの生活扶助費． ． . ､ 当 ざ - ． 、 皇

だけをみても175,810円であり､返還決定額は､受けた保護金品に
:､相当載る金額の範囲内であり、妥当といえる｡■:､？"ﾎⅡ,::::が

００心円を返還溌・ - 、 ： ．

_定した処分は妥当あり、原処分（４）に係る請求人の主張には､:理由:はな． - ， “ ・ ｑ ： ； ： . ？ 、

く､行政不服審査法第４０条第２項の規定に基づき、主文のとおり裁決す
： ざ " ¥ ､ ふ 蝉 …：るｂ１､：、… -;；
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生活保護法第６３条に基づく保護費返還決定処分の
取消しを求める部分についての裁決にかかる教示
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ｊ ，この裁決に不服がある場合には、この裁決書が到着した日の翌日から起算して３０旧以
内に厚生労働大臣に対し再審査請求をすることができます(なお､裁決があったことを知
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